
 
 

     

 

歯
神
祭
の
ご
案
内 

名
称 

歯
神
社
例
祭
（
通
称 

歯
ブ
ラ
シ
感
謝
祭
） 

日
時 

令
和
四
年
六
月
四
日(

土) 

午
前
十
一
時 

場
所 

大
阪
市
北
区
角
田
町
二
番
八
号 

歯
神
社 

（
ド
ル
チ
ェ
楽
器
大
阪
店
横
、
ね
ぎ
焼
き
や
ま
も
と
裏
側
） 

備
考 

歯
ブ
ラ
シ
授
与
は
先
着
百
名
迄
。 

 
 

 
 

 
 

 
(

整
理
券
は
十
時
半
頃
か
ら
配
布) 

お
問
い
合
わ
せ 

綱
敷
天
神
社 

御
旅
社
ま
で 

 

※
神
事
前
日
か
ら
当
日
は
準
備
等
々
に
多
忙
の
為
、
電
話
等
の 

ご
対
応
は
お
受
付
出
来
ま
せ
ん
。
予
め
ご
容
赦
下
さ
い
。 

 

 

北
野
高
校
と
北
野
天
神 

現
在
、
大
阪
府
下
の
高
校
の
中
で
も
最
難
関
と
い
え

ば
、
府
立
北
野
高
等
学
校(

北
野
高
校)

を
思
い
浮
か
べ
ら

れ
る
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
北
野
高
校
は
元
々
、「
欧
学
校
」
の
名
で
明
治
六

年
に
現
在
の
東
本
願
寺
難
波
御
堂
別
院
に
設
立
さ
れ
、

そ
の
後
、
中
之
島
、
堂
島
に
移
転
。
そ
し
て
今
か
ら
ち
ょ

う
ど
百
二
十
年
前
の
明
治
三
十
五
年(

一
九
〇
二)

六
月

に
、
北
野
芝
田
町
に
移
転
開
校
し
ま
し
た
。
現
在
の
済
生

会
中
津
病
院
付
近
で
す
。 

そ
れ
ま
で
校
名
は
、
大
阪
府
第
一
番
中
学
校
、
堂
島
中

学
校
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
移
転
を
機
に
「
大
阪
府

立
北
野
中
学
校
」
へ
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
現

在
の
北
野
高
校
の
北
野
の
名
は
当
地
の
旧
称
、
北
野
村

に
由
来
す
る
も
の
で
す
。 

こ
の
北
野
村
の
北
野
と
い
う
字
は
、
当
地
の
氏
神
さ

ま
で
あ
る
、
当
、
綱
敷
天
神
社
の
別
称
、
北
野
天
神(

喜

多
埜
天
神)

が
由
来
で
、
こ
の
名
称
は
室
町
時
代
か
ら
江

戸
時
代
に
か
け
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

な
ぜ
北
野
天
神
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い

う
と
、
当
宮
の
御
祭
神
で
あ
る
菅
原
道
真
公
を
祀
る
、
全

国
天
満
宮
の
総
本
社
が
、
京
都
の
北
野
天
満
宮
で
あ
る

事
か
ら
、
近
世
に
天
神
さ
ま
を
祀
る
神
社
は
、
北
野
天
満

宮
の
北
野
の
字
を
頂
い
て
、
北
野
天
神
と
通
称
さ
れ
る

事
が
多
く
、
当
宮
も
そ
れ
に
倣
っ
た
よ
う
で
す
。 

な
お
、
北
野
高
校
は
昭
和
六
年(

一
九
三
一)

に
、
現
在

の
東
淀
川
区
十
三
へ
と
移
転
し
ま
し
た
が
、
北
野
の
地

名
も
そ
の
ま
ま
引
っ
越
し
し
、
北
野
高
校
周
辺
は
「
新
北

野
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
今
で
は
正
式
な

地
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
今
、
天
神
さ
ま
所
縁
の
「
北

野
」
の
字
を
冠
す
る
北
野
高
校
は
、
御
神
徳
の
ま
に
ま
に
、

大
阪
一
の
学
び
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

令
和
四
年 

七
夕
祭
に
つ
い
て(

短
冊
授
与
中
止) 

本
稿
執
筆
時
点
に
お
き
ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
者

数
は
減
少
傾
向
で
、
各
種
規
制
も
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省
よ
り
の
感
染
予
防
対
策
の
指
針
が
継

続
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
茶
屋
町
の
当
宮
御
旅
社
に
お
け
る
七

夕
祭
で
、
指
針
通
り
の
感
染
対
策
を
講
じ
る
事
は
困
難
な
為
、

遺
憾
な
が
ら
本
年
も
短
冊
授
与
に
つ
き
ま
し
て
は
中
止
と

さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
二
年
間
も
笹
飾
り
も
無
い
ま
ま
で
は
あ
ま

り
に
も
寂
し
い
事
か
ら
、
本
年
は
鳥
居
と
本
殿
前
に
の
み
笹
飾

り
を
致
し
、
星
合
の
夜
を
彩
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

御
旅
社 

授
与
所
平
日
受
付
日 

今
月
の
茶
屋
町
の
御
旅
社
の
平
日
受
付
日
は 

六
月
十
四
日(

火) 

十
三
時
～
十
七
時
で
す 

 

 

御
朱
印 

夏
季
休
止
期
間 

例
年
、
六
月
十
五
日
か
ら
、
七
月
二
十
五
日
ま
で
は
、

当
宮
夏
季
繁
忙
期
の
為
、
御
朱
印
の
受
付
は
休
止
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
七
夕
祭
の
短
冊
授
与

を
中
止
致
し
ま
す
為
、
休
止
期
間
を
短
縮
し
、 

 

七
月
十
一
日(

月) 

か
ら 

七
月
二
十
五
日(

月) 
 

ま
で
の
間
を
休
止
期
間
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

再
開
は
七
月
二
十
六
日
以
降
の
予
定
で
す
が
、
正
式

に
は
当
宮
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 

今 

月 

の 
暦 

                

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
          

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 
 

喜 

多 

埜 
 

第
二
〇
七
号 

 

 
綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

歯
神
祭(

四
日)…

飛
地
末
社
の
歯
神
社
の
例
祭 

 

御
誕
辰
祭(

廿
五
日) 

…

菅
原
道
真
公
誕
生
日 

神
事
の
み 

夏
越
大
祓(

丗
日)…

神
事
の
み
。
本
年
は
茅
の
輪
も
無
し 

  

芒
種(

六
日)…

イ
ネ
科
の
種
ま
き
の
頃 

夏
至(

廿
一
日)…

日
中
の
時
間
が
最
も
長
く
な
る
頃 

  

入
梅(

十
一
日)…

梅
雨
入
り
の
頃
。
ま
た
梅
の
実
の
収
穫
期 

歯
と
口
の
健
康
週
間(

四
日
～
十
日) 

歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う 

  

六
月
五
日
、
十
一
日
、
十
七
日
、
廿
三
日 

   

上
弦(

七
日) 

、
満
月(

十
四
日)

、
下
弦(

廿
一
日)

、
朔
月(

廿
九
日)

 

  

大
阪
大
空
襲
の
日(

一
日)…

二
回
目
の
空
襲
。
梅
田
罹
災
の
空
襲 

沖
縄
慰
霊
の
日(

廿
三
日)…

先
の
沖
縄
戦
終
結
の
日 

 

【
祭
礼
】 

        

【
節
気
】 

     

【
雑
節
】 

    

【
大
安
】 

  

【
朔
望
】 

   

【
忌
日
】 

   

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

枝
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
キ
ク
ラ
ゲ
な
ど 

[

果 

物] 

ウ
メ
、
ア
ン
ズ
、
ス
モ
モ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ビ
ワ
な
ど 

[

魚
介
類] 

ア
ジ
、
キ
ス
、
ト
ビ
ウ
オ
、
ホ
タ
テ
、
岩
モ
ズ
ク
な
ど 

[

そ
の
他] 

菖
蒲
、
紫
陽
花
、
立
葵
な
ど
の
季
節
の
花
が
見
頃 

 


